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                               平成２５年９月２７日 

                         

                        団体名   売木村 

 

                     職 氏名  村長 清水 秀樹 印 

 

売木村は、信州の自然エネルギー資源を活かした「１村１自然エネルギープロジェク

ト」を以下のとおり推進しています。 

 

区   分 摘  要 

取組の名称 公共施設防災強化事業 

取組の主体 売木村 

取組の構成団体名 

（複数の者で構成する場合） 

 

普及する自然 

エネルギーの種別等 

小水力 

取組の目的 公共施設への自然エネルギーの導入による持続可能なエネル

ギー利用の推進 

地域関係者との協働 

の内容 

 

プロジェクトの部門 

①地域づくり、②ソーシャルビジネス、③開発研究、④その他

（場作りなど） 

取組（事業）の段階 ①構想段階 ②実施段階 ③発展段階 

 

 

取組の概要 

 

 村内の防災拠点施設である浄水場において、災害等による停

電時においても、最低限の水処理能力を維持することによる地

域住民への飲み水の確保をはかり、災害時の都市機能維持を向

上させる。 

事務局担当者の 

連絡先 

担当者所属 産業課 氏名 村澤 健吾 

TEL 0260-28-2311 email sangyo@urugi.jp 

備   考  

注）変更登録申請を行う場合は、変更箇所に下線を引いてください。 

 

 

1111村村村村1111自然エネルギー自然エネルギー自然エネルギー自然エネルギー    
プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト 

SHINSHU SHINSHU SHINSHU SHINSHU     



別紙２     １村１自然エネルギープロジェクト概要書 

区   分 内     容 

 

 

 

 

 

取組の内容 

 

売木村は、東海地震の震源地より 100 キロ圏内にあり、震度 5～７程度

の地震が想定されている。 

地震が発生した場合には村内でも多数の土砂災害等が想定され、道路

も分断される恐れがある。 

災害時の防災拠点となる村の公共施設については、発電機等の設備が

あるが短時間の使用に限られており災害が長期となった場合の対応には

不安があるため、防災拠点の機能強化を図る必要がある。 

このため、浄水施設の水力を活用し、発電設備を村の公共施設に積極

的に導入する事によって村民の方への周知、PR 的な効果を創出する。村

全体にエコ、省エネ意識を高めクリーンエネルギーの普及のためのモデ

ルとする。 

取組を行うコミュ

ニティの区域 

売木村 

構成員の役割 

 

 

現に活動している 

かの有無 

有 

活動の成果等の 

帰属 

村民全員 

 

 

普及推進体制 

自然エネルギー担当課および浄水場担当課と連携して、普及を進めてい

く 

 

取組の有効性 

災害時においても浄水場のエネルギーの確保により、村民への必要最

低限の生活維持が図れる。 

継続性及び発展性 
 浄水場は生活に必要不可欠であり、継続的な事業実施が可能 

関係法令の手続き状況  

団体設立年月日  年 月 日 

ホームページ （URL を記載） 

備  考  

添付書類 ①組織の規約（市町村の場合は不要）、②プロジェクトの概要書（別紙）、③構成員名

簿、④取組の内容の分かる資料（写真等） 

注）変更登録申請を行う場合は、変更箇所に下線を引いてください。 

 

 


